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マーケティングにおける差異化の諸相について?える












































































































































































































































































































1935年NAMA(Natoinal Association of Marketing Teachers)全国マーケ
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ティング教師協会によると，Marketing includes those business activities
 





Marketing is the performance of business activities that direct the flow of
 





Marketing is the process of planning and executing the conception,
pricing,promotion,and distribution of ideas,goods,and services to create
 










Marketing is an organizational function and a set of process for creating,
communicating and delivering value to customers and for managing
 










Marketing is the activity,set of institutions,and processes for creating,
communicating,delivering,and exchanging offerings that have value for
 
























































































































































































































































アワンは，マーケティング3.0の中で，3i (Brand integrity, Brand image,
Brand identity)モデルを提示しており，その中に，差別化，ポジショニン
グ，ブランドの３つのバランスとれたものとして定義し直している????。こ
こでいえることは，マーケティングが進化している現段階においても，差異
化は重要であるということを示している。
３）残された課題
最後に，残された課題として，今回の報告の限界を示しておきたい。１つ
目は，顧客にとって差異化の価値伝達はどのように展開すればよいのか，ま
た，顧客はその差異化を正しく認識するかといったことが限界として残る。
２つ目は，顧客にとっての差異化の程度はどのくらいならよいのかである。
３つ目は，差異化の程度と売上高の関係や収益性を示す実証的な展開がなさ
れていないことである。今後残されたこの３つの課題に挑戦していきたい。
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